平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費
	事業名:　豊かな里山復活事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　林政部　林政課　緑化運動担当　電話番号：058-272-1111（内3031）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11511@pref.gifu.lg.jp
	事業費　


　要求額：741千円（前年度予算額：890千円）

	事業内容


	１　事業の内容


里山林はかつて燃料や肥料の採取地として利用されることで生態系が維持され、豊かな生物相が育まれてきた森林である。近年社会・経済情勢の変化により、里山林が適切に管理されなくなり、生物多様性が損なわれた森林が増加している。
そのため、地域住民が主体となって、森林整備・里山保全・環境教育を行う活動を支援し、地域住民中心の里山保全活動を推進する。
　　１　県民が主体となった里山整備や森林づくり活動の推進

    　　・里山林の保全・利用のための条件整備（里山モデル地区整備）

　　　　・公募による森林づくり活動

    　　・森林整備及び安全に関する技術研修

　　２　森林環境教育を推進する体制の整備

    　　・普及定着化のための体制整備

　　　　・体験施設の整備の推進（学校林整備）

    　　・先駆的な体験事業の実施 
３　里山保全利用推進検討会

　 　　 ・県の里山総合利用（保全・整備・活用）の方策検討及び提言

　　  　・里山モデル地区への支援施策の提案、事業評価

	２　所要経費


１　県民が主体となった里山整備や森林づくり活動の推進　400千円
２　森林環境教育を推進する体制の整備　　　　　　　　　100千円
３　里山保全利用推進検討会　　　　　　　　　　　　　　241千円
　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ 美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
・県民と連携して緑あふれる地域をつくる
	２　これまでの取組状況


平成２０年度に岐阜県の里山整備の指針を作成
平成２０年度から２３年度にかけて県内５箇所で里山モデル地区を整備
	３　これまでの取組に対する評価


県内で先行して里山整備に取り組んでいるところに支援をすることで、里山整備のモデル事例をつくることができた。
里山への関心は高まってきており、今後は、こういった取組を進めつつ里山整備の取組への支援を行っていく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	890
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	890

	要求額
	741
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	741

	決定額
	741
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	741


